
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の

育
児
免
除
制
度

　

育
児
期
間
中
の
経
済
的
な
給
付
に

相
当
す
る
支
援
措
置
と
し
て
、
子
を

養
育
す
る
国
民
年
金
第
１
被
保
険
者

の
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る
ま
で
の
期

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
申
請
す
る
こ
と
で
、
所
得
に

関
係
な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。

対
象
…
令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
、

１
歳
に
な
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
実
父

母
、
養
父
母
（
同
一
住
所
で
子
ど
も

と
親
子
関
係
が
継
続
し
て
い
る
人
）

免
除
期
間
…
10
月
１
日
以
降
、
子
ど

も
が
１
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
月
ま

で　

申
請
方
法
…
市
民
課
（
市
役
所

１
階
）
ま
た
は
野
栄
総
合
支
所
に
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
国
保
年
金
班

 

☎
73
・
０
０
８
６

イ
ノ
シ
シ
対
策
の
た
め

耕
作
放
棄
地
の
刈
り
払
い
を

　

10
月
は
県
の
「
イ
ノ
シ
シ
対
策
一

斉
刈
払
い
月
間
」
で
す
。
耕
作
放
棄

地
は
イ
ノ
シ
シ
の
格
好
の
す
み
か
で

す
。
定
期
的
に
刈
り
払
い
を
行
い
、

農
作
物
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
海
匝
農
業
事
務
所
企
画
振
興
課

 

☎
62
・
０
１
５
６

社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

飯
高
地
区
の
一
部
で
社
会
生
活
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
１
日
の
う
ち
ど
の
く
ら

い
の
時
間
を
仕
事
、
家
事
、
地
域
で

の
活
動
な
ど
に
費
や
し
て
い
る
か
、

過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調

べ
、
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、
少

子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
政
策
に
必
要

な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、
県
知
事
発
行
の

調
査
員
証
を
携
帯
し
た
統
計
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
県
総
合
企
画
部
統
計
課

 

☎
０
４
３
・
２
２
３
・
２
２
２
３

浄
化
槽
は
定
期
的
な
清
掃
が

必
要
で
す

　

浄
化
槽
は
、
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
年
１
回
以
上
の
清
掃
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
総
衛
生
組

合
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
依

頼
し
て
、
清
掃
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者

●
ト
ー
ソ
ー
エ
ン
バ
イ
テ
ッ
ク
☎

72
・
４
２
３
１ 

●
銚
子
浄
化
槽
管

理
セ
ン
タ
ー
☎
73
・
３
８
４
０ 

●

加
藤
設
備
☎
63
・
８
２
７
７ 

●
旭

住
宅
☎
63
・
８
１
５
０ 

●
旭
衛
生

セ
ン
タ
ー
☎
63
・
９
５
５
１ 

●
い
し

げ
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
２
２

８
２ 

●
五
十
嵐
商
会
海
匝
営
業
所

☎
84
・
１
１
１
９ 

●
光
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
☎
84
・
２
２
４
４ 

●
ユ
ー

ト
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
☎
84
・
３
２
７
０

問
東
総
衛
生
組
合
☎
62
・
０
７
９
４

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は

泥
を
落
と
し
て
か
ら
走
行
を

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
堆
肥
運
搬
車
な
ど

の
農
業
機
械
で
公
道
に
出
る
前
に
は
、

付
着
し
て
い
る
泥
や
堆
肥
を
落
と
し

て
か
ら
走
り
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
上
の
泥
や
堆
肥
の
塊
は
、
車

両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、

大
変
危
険
で
す
。

　

や
む
を
得
ず
道
路
を
汚
し
て
し
ま

っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
清
掃
し

て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課
振
興
班

 

☎
73
・
０
０
８
９

防
災
研
修
の
ご
案
内

　

県
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
地
域
や
企

業
の
防
災
組
織
な
ど
に
属
す
る
人
や
、

高
齢
者
、
女
性
、
子
ど
も
を
対
象
に

講
義
や
実
技
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
…
防
災
基
礎
講
座
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
で
き
る
消
火
・

応
急
手
当
て
体
験
、
ペ
ッ
ト
防
災
を

学
ぶ
な
ど

※
詳
細
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
４
３
６
・
63
・
５
４
３
８

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
対
象
者

●
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
、
世

帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
、
か

つ
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の

所
得
額
の
合
計
が
約
93
万
円
以
下
の

65
歳
以
上
の
人 

●
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
、
前
年

の
所
得
額
が
約
４
９
２
万
円
以
下
の

人◆
支
給
額

老
齢
基
礎
年
金
…
月
額
５
６
２
０
円

を
基
準
に
保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど

に
よ
り
算
出　

障
害
基
礎
年
金
…

【
障
害
等
級
２
級
】
月
額
５
６
２
０

円
【
障
害
等
級
１
級
】
月
額
７
０
２

５
円　

遺
族
基
礎
年
金
…
月
額
５
６

２
０
円
（
２
人
以
上
の
子
が
受
給
し

て
い
る
場
合
、
５
６
２
０
円
を
子
の

数
で
割
っ
た
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
に
支

給
）

◆
請
求
手
続
き

　

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
人
に
案
内

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
案
内
が
届
い

て
い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
構
成
な

ど
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
受
給

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２
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里
親
月
間

　

里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
を
、

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い

愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
て
養
育

す
る
制
度
で
す
。
里
親
に
は
次
の
４

種
類
が
あ
り
ま
す
。

養
育
里
親
…
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
、

家
庭
に
戻
る
ま
で
の
間
や
自
立
す
る

ま
で
の
間
養
育
す
る
里
親　

専
門
里

親
…
養
育
里
親
の
う
ち
、
虐
待
や
非

行
、
障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
専

門
的
な
援
助
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

を
養
育
す
る
里
親　

養
子
縁
組
里
親

…
養
子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
こ

と
を
前
提
に
子
ど
も
を
養
育
す
る
里

親　

親
族
里
親
…
実
親
が
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
り
子
ど
も
を
養
育
で
き

な
い
場
合
に
、
子
ど
も
を
養
育
す
る

親
族

　

里
親
に
関
心
が
あ
る
場
合
は
、
銚

子
児
童
相
談
所（
☎
０
４
７
９
・
23
・

０
０
７
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
推
進
課
子
育
て
支
援

班
☎
74
・
３
２
４
５

Ｎ
Ｏ　

不
正
軽
油

　

不
正
軽
油
の
製
造
・
販
売
・
使
用

は
、
犯
罪
行
為
で
す
。

　

不
正
軽
油
は
、〝
買
わ
な
い
・
売

ら
な
い
・
使
わ
な
い
〞
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
香
取
県
税
事
務
所

 

☎
０
４
７
８
・
54
・
１
３
１
４

最
低
賃
金
が
１
１
９
５
円
に

　

県
内
の
最
低
賃
金
が
10
月
か
ら
時

給
１
１
９
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

（
改
正
前
は
１
１
４
０
円
）。

　

使
用
者
は
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金

で
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
仮
に
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金
を

定
め
て
い
て
も
法
律
で
無
効
と
さ
れ
、

最
低
賃
金
と
同
等
の
定
め
を
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

問
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

 

☎
０
４
３
・
２
２
１
・
２
３
２
８

違
反
建
築
防
止
週
間

　

10
月
15
日（
木
）
〜
21
日（
水
）は

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　

建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建
築
基

準
法
な
ど
の
法
令
で
定
め
る
基
準
や

手
続
き
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
工
事
が

完
了
し
た
際
に
は
、
そ
の
建
物
が
安

全
で
あ
る
か
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

新
築
時
は
適
法
で
も
、
そ
の
後
の

改
修
や
用
途
（
使
い
方
）
の
変
更
に

よ
り
違
反
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

改
修
な
ど
の
際
に
は
事
前
に
建
築
士

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
都
市
整
備
課
管
理
班

 

☎
73
・
０
０
９
１

　12月に実施する「歳末たすけあい運動」の募金の一部
を見舞金として支給します。支給の対象となるのは住民
税非課税世帯（均等割のみ課税を含む）および交通遺児
で、それぞれ条件などがあります。
◆住民税非課税世帯（均等割のみ課税を含む）
　次の条件①～③すべてに該当し、かつ、区分①～④の
いずれかに該当する世帯
条件①令和８年６月１日時点で市内に居住し、引き続き
居住している世帯（市の住民基本台帳に登録のある世帯）
※病院や施設に入院または入所している人で、引き続き
入院または入所が見込まれる人を除く。
条件②世帯全員の住民税が非課税（均等割のみ課税を含
む）であること
※世帯分離・二世帯住宅・離れや隣接している住宅は同
一世帯とみなします。なお、所得のある人に扶養されて

いる人は対象外です。
条件③生活保護を受給していない世帯
区分①90歳以上で要介護１以上の認定者のいる単身世
帯および上記の者を含む80歳以上の高齢者のみ世帯
区分②要介護４・５の認定者のいる世帯
区分③児童扶養手当を受給している世帯
区分④身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ・Ｂ－1、
または精神障害者保健福祉手帳１・２級を取得している
障がい者・障がい児のいる世帯
◆交通遺児
　市内に居住し、交通事故により父または母を亡くした
18歳以下の人
◆申し込み方法など
　希望者は11月６日（金）までに市社会福祉協議会（野
栄福祉センター）へ申請してください。申請書は、同協
議会や八日市場公民館で配布する他、同協議会ホームペ
ージから取得できます。
 問市社会福祉協議会☎67－5200

希望者は11月６日までに申請を
歳末たすけあい見舞金
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